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（５）森林病害虫

ア 松くい虫対策

■県中部地域の松くい虫被害面積は、昭和５６年度の９千ｈａをピークに漸減傾向
であり、近年は８００ｈａ前後で推移していたが、春期の予防、秋期の駆除対策
の結果、平成２９年度は約３００ｈａに減少した。

■被害材積は、昭和５４年度の７２千ｍ 3 をピークに減少しており、気象条件等に
より増減がある。平成２９年度は約６７０ｍ 3に減少した。
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イ ナラ枯れ対策

■カシノナガキクイムシによるカシ・ナラ類への被害は、県内では東部地域から拡
大しており、中部地域では平成１９年秋に三朝町内で被害が初めて確認された。

■平成２１年度に湯梨浜町、平成２３年度に倉吉市、平成２５年度には琴浦町でも
被害が発生しており、薬剤注入などの被害対策を実施している。

■現在、関係市町や国有林と連携し駆除対策を進めているが、被害の防止には至っ
ておらず年々被害が拡大している。

（資料）森林・林業振興局調べ

▲カシノナガキクイムシの
被害（三朝町三德）

▲
ナラ枯れの状況（湯梨浜町川上）

♂ ♀
▲カシノナガキクイムシ
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（６）「とっとり共生の森」の活動状況
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（７）竹林整備の状況

管内の竹林は耕作放棄地等を中心に急速に区域拡大して周辺の森林に侵入し、ス
ギなどの人工林や天然林を枯損させるなど多大な被害を生じさせている。
平成２０年度から竹林伐採への補助を始め、平成２１年度からは適正な竹林管理

のための皆伐、竹林整備のためのアクセス道開設、平成２４年度からは管理道の開
設が補助対象となった。

□中部総合事務所調べ。

▼整備された竹林（湯梨浜町園地内）
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（８）森林路網整備

ア 作業道開設状況


